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私たちが住んでいる地区では「地域元気づくり事業」が行われています。
「元気づくり」とは、地域住民の皆さんが地区ごとに組織したまちづくり団体の総称のこ
とです。この各地区の「元気づくり」が、市役所と協働で行うまちづくり活動のことを「地
域元気づくり事業」と呼んでいます。
最初に「元気づくり」が組織され、活動を始めて８年。今年、12 地区すべてで活動が行わ
れることになりました。「元気づくり」を通じて住民の皆さんの視点での活動で実施する
催しは、市で行われている催しとしても定着し、市民の皆さんに浸透しつつあります。
少子高齢化の波が押し寄せ、隣近所や学校や子どもたちを介した人間関係をもとに成り
立っていた地域社会の形は今、変化しつつあります。変化を受け入れつつ、地域コミュニ
ティーを再度構築し、住み慣れたまちを自らの手でよりよいものとしようとする「元気づ
くり」。この元気づくりの生み出す力は今や、荒尾の「元気」の基礎となっています。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

荒
尾
市
に
は
現
在
「
元
気
づ
く
り
」
と

呼
ば
れ
る
団
体
が
、
各
地
区
ご
と
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
ま
で
に
実
際

に
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は
11
の
地
区
、

来
年
度
ま
で
に
は
最
後
の
１
地
区
と
な
っ

た
緑
ケ
丘
地
区
で
も
活
動
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
、
現
在
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
「
元
気
づ
く
り
」
と
は
、
所
属
組

織
や
年
齢
な
ど
を
問
わ
ず
、
地
区
に
住
む

人
な
ら
ば
誰
も
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
の
組
織
の
総
称
で
す
。
市

で
平
成
14
年
に
策
定
し
た
第
四
次
荒
尾
市

総
合
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
「
市
民
と
行
政

に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
推
進
を

目
指
し
、
平
成
15
年
か
ら
取
り
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
。「
元
気
づ
く
り
」
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
は
、
ま
だ
新
し

い
団
体
で
す
が
、
現
在
こ
の
元
気
づ
く
り

の
活
動
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

か
つ
て
は
自
治
会
（
区
・
公
民
館
・
町

内
会
な
ど
と
も
呼
び
ま
す
）
と
共
に
、
子

ど
も
会
や
婦
人
会
、
青
年
団
な
ど
が
地
域

の
活
動
を
担
い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
が
社

会
の
変
化
と
共
に
活
動
を
縮
小
す
る
な
ど

す
る
に
つ
れ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

内
の
人
を
つ
な
い
で
来
た
活
動
は
担
い
手

を
失
い
、
地
域
の
活
動
そ
の
も
の
が
弱
ま

る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
地
域
の
行
事
な
ど
を
通
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
自
然
な
形
で
地
域
の

福
祉
、
防
災
、
防
犯
、
伝
統
、
教
育
の
醸

成
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
機
能
を
弱
め
た
こ
と
で
、
ま

ち
の
基
礎
的
な
安
心
安
全
を
守
り
、
伝
統

な
ど
ま
ち
の
良
さ
を
受
け
継
ぐ
シ
ス
テ
ム

も
弱
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
に
よ
っ
て
増
加
す
る
課
題
の
解

決
に
、
行
政
だ
け
で
は
細
や
か
な
対
応
を

行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

な
ら
ば
、
地
域
と
行
政
と
が
手
を
携
え
、

協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
地
域

を
元
気
に
し
、
地
域
か
ら
荒
尾
を
元
気
に

し
て
い
こ
う
と
「
地
域
元
気
づ
く
り
事
業
」

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
「
元
気
づ
く
り
」
の
出
発
点
で
す
。

現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
「
元
気
づ
く
り
」
で
は
、

地
域
の
課
題
を
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
形

で
取
り
組
み
、
地
域
を
自
ら
の
手
で
活
性

化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
元
気
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
の

中
心
は
、
地
区
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃

活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
で
す
。

「
地
域
の
良
さ
を
生
か
す
活
動
」
と
い
う

の
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
改
め

て
「
元
気
づ
く
り
」
と
し
て
地
域
で
地
域

の
良
さ
を
考
え
、
取
り
組
む
こ
と
で
、
思

わ
ぬ
成
果
が
生
ま
れ
始
め
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
の
ツ
ー
ル
と
し

て
の
「
元
気
づ
く
り
」。
そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
思
い
で
活
動
が
始
ま
り
、
そ
の
活
動
を

深
化
さ
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

1_ 音と光の祭典（一小）　2_ 歴史探訪ウォーキング（平井）　3_
バードウォッチング（有明）　4_ メダカの学校（二小）　5_ カブ
トムシ配布（清里）　6_ 門松づくり（万田中央）　7_ 万田公園芙
蓉植え（井手川）　8_ エコバッグ作り（中央）　9_ 運動会（八幡）
10_ 護身術教室（桜山）

まちをつくる
ひとのちから
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し
て
発
足
」
と
語
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
機
運
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
ま
り

を
待
っ
て
い
た
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ

し
て
「
荒
尾
で
一
番
活
発
に
な
っ
て
行
く

地
域
で
す
。
こ
こ
が
元
気
に
な
ら
な
く
て

は
、
荒
尾
が
元
気
に
な
ら
な
い
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
す
。

緑
ケ
丘
地
区
で
は
現
在
、
具
体
的
な
活

動
に
つ
い
て
会
議
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
参
加
は
お
よ
そ
80
人
。
環
境
・
交

流
・
安
心
安
全
の
３
部
会
の
会
議
は
活
発

で
、
熱
意
が
会
議
室
に
籠
り
ま
す
。

三
露
さ
ん
は
「
人
口
が
多
い
の
で
、
お

互
い
知
ら
な
い
だ
け
で
素
晴
ら
し
い
人
材

が
多
い
は
ず
」
と
ま
ち
の
人
の
力
に
自
信

を
見
せ
ま
す
。
ま
た
、
元
気
づ
く
り
が
退

職
後
な
ど
に
地
域
で
活
躍
で
き
る
場
所
と

し
て
の
受
け
皿
に
な
る
こ
と
も
期
待
し
て

い
る
と
言
い
ま
す
。

「
事
業
を
開
始
し
た
ら
、
地
区
内
に
定
期

的
な
周
知
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
今
回
み
ど
り
が
丘
元
気
か

い
会
長
を
務
め
る
瀬
戸
洋
さ
ん
。
よ
り
多

く
の
人
の
力
を
得
る
こ
と
で
、
力
強
く
持

続
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

発
足
後
は
事
業
を
進
め
な
が
ら
、
将
来

は
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
確
か
な
仕
組

み
を
作
り
た
い
、
な
ど
、
三
人
は
ま
ち
づ

く
り
へ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
「
ま
ず
は
１
回
ず
つ
確
実
に
」
と
、

焦
ら
な
い
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
た
緑
ケ
丘

の
元
気
が
動
き
出
せ
ば
、
荒
尾
の
ま
ち
づ

く
り
は
ま
た
ひ
と
つ
、
飛
躍
を
見
せ
ま
す
。

まちをつくるひとのちから
来
年
度
か
ら
「
元
気
づ
く
り
」
事
業
に

取
り
組
む
緑
ケ
丘
地
区
。
新
旧
の
大
規
模

な
住
宅
街
が
混
在
す
る
地
域
で
、
以
前
は

「
同
じ
地
域
に
住
む
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
少
な
か
っ
た
」
と
、
緑
ケ

丘
地
区
協
議
会
会
長
の
三
露
洋
介
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
し
か
し
、「
自
分
た
ち
が
住
む

地
域
だ
と
い
う
意
識
は
誰
も
が
強
い
と
こ

ろ
だ
と
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
３
年
程
前
か

ら
、
社
協
連
で
少
し
ず
つ
行
事
を
実
施
し
、

準
備
期
間
を
設
け
ま
し
た
。
ま
ち
が
整
っ

て
「
元
気
づ
く
り
」
発
足
ま
で
、
約
10
年

か
か
り
ま
し
た
ね
」
と
語
り
ま
す
。

一
度
立
ち
上
げ
の
打
診
が
あ
っ
た
も
の

の
、「
時
期
尚
早
」
と
断
っ
た
と
い
う
三
露

さ
ん
。
同
じ
く
元
気
づ
く
り
事
業
に
携
わ

る
岱
洋
東
区
長
の
井
上
さ
ん
が
「
満
を
持

（左）　井上逸輝●いのうえいつき　昭和 16 年生まれ、
岱洋東区在住。岱洋東区長、行政協力員

（中央）瀬戸洋●せとひろし　昭和 17 年生まれ、緑ケ丘 4・
5 丁目在住。みどりが丘元気かい会長。

（右）三露洋介●みつゆようすけ　昭和 16 年生まれ、緑
ケ丘 2 丁目在住。緑ケ丘地区協議会会長、行政協力員。

継
続
は
、

パ
ワ
ー

あ
な
た
の
ま
ち
の
「
地
域
力
」

元
気
づ
く
り
事
業
で
は

こ
ん
な
活
動
を
展
開
中
で
す

動
き
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

「自然・歴史・ふれあいの里　平井」

平井校区元気づくり委員会
◆代表者【委員数】発足年・月
西山静雄【24人】平成15年 11月
◆代表事業（実施時期）
「岩本橋鯉のぼりまつり」（5月）
これまで7回実施（本年度は中止）。
岩本橋に鯉のぼりを飾り、ステージ発表
やフリーマーケットなどを開催。
◆その他の主要事業
岩本橋周辺へ
の花植え、四
季の花街道づ
くり、ホタル
の里づくり（観
賞会）、ふれあ
い広場、地域
資源マップ・
冊子作り

「花と笑顔あふれるにぎわいの街　二小」

二小元気会
◆代表者【委員数】発足年・月
一二三宏【69人】平成16年 2月
◆代表事業（実施時期）
「あらお凧あげ大会」（11月）
これまで 7回実施。
凧あげと凧づくり教室を中心に、ステー
ジ発表・フリーマーケットなどを実施。
◆その他の主要事業
まち美化事業
（メダカの学
校）、高齢者が
いきいきと元
気で暮らすま
ちづくり事業、
地域住民と子
どものふれあ
い事業

「元気で心豊かな小岱の里　府本」

府本校区いきいき小岱会
◆代表者【委員数】発足年・月
村上孝治【61人】平成16年 9月
◆代表事業（実施時期）
「カライモ掘り大会」（10月）
7年間連続で開催中（開催回数は年によ
り異なる）。カライモカレーとふかしイモ
食べ放題。イモは５kg500円で販売。
◆その他の主要事業
紅葉狩りウォー
ク、まち美化
作業、高齢者
がいきいきと
元気で暮らす
まちづくり事
業、地域住民
と子どものふ
れあい事業

「未来につなごう　ふれ愛の有明」

有明元気づくり
◆代表者【委員数】発足年・月
塚本憲正【54人】平成16年 10月
◆代表事業（実施時期）
「有明ふれ愛まつり」（10月）
これまで 7回実施。地域住民や幼稚園児
のステージ発表と品数豊富な食品バザー。
◆その他の主要施事業
バードウォッチング大会、堤防壁画の制
作（海の美術
館）、海岸清掃・
ベンチ整備・
防犯灯の設置、
増永公園を綺
麗にしよう、
浦川クリーン
作戦、ふれ愛
パトロール

「人と自然が和む　共生のまち」

一小校区元気づくり委員会
◆代表者【委員数】発足年・月
福田和寛【92人】平成17年 7月
◆代表事業（実施時期）
「音と光の祭典 in宮崎兄弟生家」（10月）
これまで 6回実施。音楽やダンスなどの
ステージ発表とバザー。夜はキャンドル
で会場をライトアップ。
◆その他の主要施事業
干潟で遊ぼう
（清掃・潮干狩）、
豊かなふるさ
との川づくり、
あいさつ交わ
そう花の道、
一小再生工場、
創ろう安心安
全の地域

「万田山にいだかれたふれあいの町」

万田山いきいき町づくり会
◆代表者【委員数】発足年・月
増永征治【83人】平成17年 8月
◆代表事業（実施時期）
「万田山ハイキング」（2月）
これまで 5回開催。日頃から遊歩道の除
草や展望台・標識の整備などを行ってい
る万田山に昇り、眺望を満喫。
◆その他の主要事業
花いっぱい運
動、クリーン作
戦、ふれあい
運動会、文化
祭、子どもと
おとなの居場
所づくり、安
心して暮らせ
る地区づくり

「伝統に息づく　心安らぐまちづくり」

八幡元気づくり委員会
◆代表者【委員数】発足年・月
旭田国浩【55人】平成18年 8月
◆代表事業（実施時期）
「八幡盆踊りの集い」（8月）
これまで 5回開催。盆踊りをとりいれた
夏祭り。地域の幼稚園児による子どもみ
こしやバザーなど。
◆その他の主要事業
親子で歩こう
赤田池（地域
発見ウォーキ
ング）、野原八
幡宮の活用、
安心安全作戦、
八幡クリーン
作戦、遊休農
地の活用

「ふれ合い　かたり会い　たすけ愛のまち　桜山」

桜山げんきかい
◆代表者【委員数】発足年・月
久能健司【50人】平成18年 11月
◆代表事業（実施時期）
「桜山ふれあいげんき祭り」（9月）
これまで 3回開催。子どもみこしや桜山
小学校体育館でステージ発表など。
◆その他の主要事業
桜山クリーン活動（花いっぱい、ごみ清掃、
除草活動）、つ
なぐ手　桜山
（浴衣の着付け
教室、映画観賞
会、「シエスタ」
へ参加）、遊休
農地の活用（さ
くら農園）、地
域マップ

「清里人の心の故郷づくり」

清里元気づくり会
◆代表者【委員数】発足年・月
東田専一【90人】平成19年 7月
◆代表事業（実施時期）
「海岸清掃とタコ掘り大会」（4月）
これまで 4回開催。海岸清掃後、アシナ
ガダコ漁を体験。
◆その他の主要事業
地域クリーン活動（海岸・浦川の清掃、
花いっぱい活
動、野菜作り）、
水源の郷でふ
れあい、元気、
健康づくり（カ
ブトムシの飼
育・配布など）、
子どもの安全
パトロール

「和と輪がひろがる　よかまち中央」

よかまち中央会
◆代表者【委員数】発足年・月
松井忠憲【64人】平成19年 8月
◆代表事業（実施時期）
「よかまち中桜祭」（3月）
これまで 2回開催（本年度は中止）。野外
音楽堂でのステージ発表やバザー。
◆その他の主要事業
よかまちスポーツ交流大会、ふれあい文
化 交 流、 屋
形山オリエン
テーション、
あじさいのま
ちづくり運動、
クリーン作戦、
よかまちバッ
グ（マイバッグ
の作成・使用）

「みんなで守ろう歴史のまち　井手川地区」

井手川地区元気づくり会
◆代表者【委員数】発足年・月
屋葺茂子【55人】平成 21年 6月
◆代表事業（実施時期）
「盆踊り大会」（8月）
これまで 2回開催。盆踊りを通じた地域
住民の交流の場。
◆その他の主要事業
クリーン作戦（清掃・除草作業、万田公
園整備、ホタ
ル生息地の環
境整備）、花壇
づくり・花植
え、グラウン
ドゴルフ、地
域の安心安全
（講演会、防犯
のぼり制作）

12
あ
る
地
区
の
な
か
で
、
最
後
に
「
元
気
づ
く
り
」
を
発
足
す
る
み
ど
り
が
丘
元
気
か
い
。

市
の
副
都
心
と
位
置
付
け
ら
れ
、人
口
お
よ
そ
４
千
８
百
人
、世
帯
数
も
１
千
６
百
世
帯
程
と
、

市
内
で
最
も
人
口
が
多
く
、
年
齢
層
も
幅
広
い
地
域
で
す
。

動
き
出
す
き
っ
か
け
は
、
ま
ち
へ
の
強
い
思
い
と
、
人
の
交
流
の
深
ま
り
、
そ
し
て
豊
か
な

人
材
の
発
見
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
「
元
気
づ
く
り
」
の
発
足
。

し
か
し
着
実
に
蓄
え
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
今
、
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

みどりが丘元気かい
◆代表者【委員数】発足年・月
瀬戸洋【81人】平成 23年 9月
◆現在までの経過
・意見の広場（全 3回）　5/21、6/4、6/18
・まとめの広場（全 3回）　7/9、7/23、8/20
・設立総会　9/11
・計画の広場（全 2回の予定）10/15～

みどりが丘元気かい
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まちをつくるひとのちから

府
本
校
区
い
き
い
き
小
岱
会
は
、
平
成

16
年
に
設
立
し
、
現
在
15
人
の
役
員
を
中

心
に
、
カ
ラ
イ
モ
掘
り
大
会
、
コ
ス
モ
ス

栽
培
、
紅
葉
狩
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

「
う
ち
の
地
区
の
人
は
み
ん
な
、
地
区
の

こ
と
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
」
と
話
す
の

は
、
同
会
会
長
の
村
上
孝
治
さ
ん
と
、
事

務
局
長
の
門
田
保
則
さ
ん
。
そ
ん
な
同
会

が
最
初
に
取
り
組
ん
だ
事
業
は
、
樺
の
広

域
農
道
の
入
口
付
近
の
休
耕
田
に
コ
ス
モ

ス
を
植
え
る
事
業
で
す
。「
役
員
で
地
区
を

見
回
っ
て
、
ま
ず
解
決
し
た
い
と
思
っ
た

こ
と
で
し
た
」
と
門
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

広
域
農
道
の
入
口
は
、
市
の
玄
関
口
の

ひ
と
つ
。
周
辺
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
で
、

ご
み
の
不
法
投
棄
が
絶
え
な
い
場
所
で
し

た
。
土
地
が
荒
れ
る
と
、
人
が
荒
れ
る
―
。

地
域
が
土
地
と
共
に
荒
れ
る
を
防
ぎ
た
い

と
、
こ
の
事
業
は
同
会
の
正
式
な
発
足
の

前
に
、
田
を
耕
し
始
め
ま
し
た
。

「
実
は
コ
ス
モ
ス
を
植
え
て
か
ら
、
交
通

事
故
も
減
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
二
人
は
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
原
因
は
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ま
で
心
を
痛
め

て
い
た
交
通
事
故
が
減
っ
た
こ
と
を
、
地
域

の
人
は
肌
身
で
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

不
法
投
棄
も
減
。
更
に
樺
地
域
の
人
た
ち
が

自
発
的
に
「
百
姓
市
場
組
合
」
を
発
足
、
コ

ス
モ
ス
畑
の
傍
で
日
曜
市
を
開
く
こ
と
で
、

人
が
集
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
同
会
の
行
事
で
話
題
を

呼
ん
で
い
る
の
が
、
カ
ラ
イ
モ
掘
り
大
会

で
す
。
こ
れ
も
か
つ
て
の
休
耕
地
を
利
用

し
た
も
の
で
、
金
山
の
赤
土
か
ら
採
れ
る

美
味
し
い
カ
ラ
イ
モ
を
目
当
て
に
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
し
ま
す
。
今
年

は
250
人
も
の
人
が
訪
れ
、
半
数
は
市
外
の

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
金
山
の
カ
ラ
イ
モ
は
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
美
味
し
い
カ

ラ
イ
モ
は
、
参
加
者
に
ふ
か
し
イ
モ
と
カ

ラ
イ
モ
カ
レ
ー
で
堪
能
で
き
ま
す
。
こ
の

お
も
て
な
し
も
、
人
を
呼
び
よ
せ
る
秘
訣
。

外
か
ら
ま
ち
に
注
目
し
て
も
ら
え
る
こ
と

は
や
り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

お
二
人
に
今
後
の
抱
負
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
「
き
れ
い
な
地
域
を
つ
く
る
こ
と
。
そ

し
て
高
齢
者
と
子
ど
も
が
交
流
し
、
楽
し

い
地
域
づ
く
り
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

事
業
は
地
域
に
多
い
高
齢
者
へ
の
声
掛
け

の
大
切
な
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
、
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
と
い
い
ま
す
。

「
地
区
民
全
員
が
会
員
で
す
」
と
地
域
全

体
で
取
り
組
む
同
会
の
活
動
は
、
市
外
に

も
波
及
し
、
多
く
の
人
を
呼
び
、
新
た
な

可
能
性
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

元
気
づ
く
り
と
ひ
と
の
ち
か
ら

各
地
区
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
「
元

気
づ
く
り
」
の
事
業
。
地
域
に
根
差
し
た

活
動
が
、
ま
ち
を
よ
く
す
る
た
め
の
有
効

な
手
段
の
ひ
と
つ
に
成
長
し
ま
し
た
。

府
本
校
区
い
き
い
き
小
岱
会
で
は
、
実

施
し
た
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
元
気
づ
く

り
事
業
以
外
の
活
動
が
地
域
に
生
ま
れ
始

め
て
い
ま
し
た
。

地
域
内
で
組
合
を
組
織
し
農
作
物
を
販

売
す
る
活
動
は
、
地
域
で
農
業
に
携
わ
る

人
た
ち
の
収
入
や
生
き
が
い
に
な
り
、
コ

ス
モ
ス
を
植
え
る
環
境
美
化
の
活
動
は
、

環
境
改
善
以
外
に
も
、
交
通
事
故
を
減
ら

す
と
い
う
効
果
も
発
揮
し
ま
し
た
。

住
ん
で
い
る
ま
ち
で
安
心
安
全
に
、
末

永
く
暮
ら
す
た
め
に
、
生
活
の
糧
や
生
き

が
い
を
得
る
こ
と
、
一
人
で
は
で
き
な
い

安
心
安
全
を
地
域
で
作
っ
て
行
く
こ
と
、

―
あ
ら
ゆ
る
視
点
で
ま
ち
の
良
さ
を
生
か

そ
う
と
い
う
「
元
気
づ
く
り
」
の
活
動
が
、

「
元
気
づ
く
り
」
の
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ

の
先
へ
発
展
を
見
せ
て
い
る
こ
と
こ
そ
、

よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
へ
の
確
か
な
ス
テ
ッ

プ
を
昇
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
両
市
地
区
で
話

題
に
上
っ
た
「
高
齢
者
の
見
守
り
・
声
掛
け
」

へ
の
思
い
に
、
地
域
が
目
指
す
姿
が
は
っ
き

り
と
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
高
齢
者
を
確
か

に
見
守
り
、
手
助
け
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
は
、
催
し
と
し
て
人
を
集
め
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
は
誰
も
が

末
永
く
自
分
た
ち
の
ま
ち
で
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
、
長
い
ス
パ
ン
で
住
み
よ
い
地

域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
、
と
て
も
重
要

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
人
も
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
―
そ
れ
は
他
の
地

区
に
も
共
通
す
る
願
い
で
あ
り
、
目
標
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
担
い
手
と
し
て

の
「
元
気
づ
く
り
」
は
、
今
後
地
区
協
議

会
の
一
構
成
団
体
と
し
て
も
、
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

よ
り
快
適
に
、
よ
り
幸
せ
に
暮
ら
し
た

い
。
誰
も
が
望
む
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
環
境

を
、
家
族
や
隣
人
、
地
域
の
住
民
の
皆
さ

ん
と
分
か
ち
合
い
、
自
ら
描
い
て
い
く
。

地
域
で
汗
し
た
活
動
が
地
域
を
助
け
る
だ

け
で
な
く
、
時
に
生
き
が
い
や
糧
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
が「
元
気
づ
く
り
」で
す
。

こ
れ
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
緑
ケ
丘
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
し
っ
か

り
と
向
か
い
合
い
、
目
を
輝
か
せ
て
ま
ち

の
形
を
語
り
あ
う
姿
に
、
荒
尾
に
は
ま
だ
、

ひ
と
を
つ
な
げ
ま
ち
を
つ
く
る
力
が
存
在

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ど
ん
な
地
域

に
も
荒
尾
の
「
宝
」
と
な
る
逸
材
が
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
力
と
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

き
っ
と
、
私
た
ち
一
人
一
人
で
す
。
そ
の

手
で
ま
ず
、
住
む
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

そ
っ
と
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
ち
の
未

来
を
も
っ
と
ひ
と
き
わ
明
る
く
す
る
力
が
、

き
っ
と
宿
っ
て
い
ま
す
。

（左）村上孝治●むらかみこうじ　1933（昭和
8）年生まれ、府本上在住。府本校区いきいき
小岱会会長。他にも府本校区社教連会長、府
本公民館長、行政協力員、府本区長、みどり
推進員など。

（右）門田保則●もんだやすのり　1963（昭和
38）年生まれ、樺下在住。府本校区いきいき
小岱会事務局長。府本校区社会教育主事補、
府本校区社教連事務局長、荒尾高校 PTA 会長
など。

地
区
を
愛
す
る
心
が
力
に
な
る

新
し
い
可
能
性
を
光
ら
せ
る

府本校区
いきいき小岱会


